
 
 
 
 
 

 
幼児教育・生活科における 
子ども相互の学びをつなぐ支援の在り方 
－オノマトペ，メタファなどの言葉から学びの姿をとらえて－ 

幼稚園教育，生活科研究室 研究主題 

保育指導案  ２年保育年長（５歳児）  
「しゃぼんだまであそぼう」 

                           在籍 男児９名 女児 12名 計 21名 
１ 最近の幼児の姿 
〈興味・関心・遊びの内容〉 
○ 戸外での遊びを好む幼児が多く，天気がよい日はほとんどの幼児が戸外に出て遊んでいる。１学 
期より身体を使った遊びを多く取り入れているため，ブランコや鉄棒，竹馬やフープなど自分なり 
の目標をもって運動遊びに挑戦する姿が見られるようになった。 

○ しゃぼんだま遊びは，これまで夏の遊びとして取り入れていたが，活動が単発的であるため一日 
限りの活動で終わったり，市販の液や決まった用具のみを使ったりしていた。遊びを楽しむ経験は

できたものの教師の援助が十分であるとは言えなかった。 
しゃぼんの泡で遊んだり，しゃぼんだまの吹き方や飛ばし方などを工夫したりして，しゃぼんだ

まの大きさやできる数の変化などにも気付かせていきたい。 
   

〈人とのかかわり〉 
 ○ ほとんどの幼児が自分の好きな遊びを見つけて遊んでおり，気の合う友達３～４人と毎日一緒に

遊ぶ姿が見られる。教師や友達に対して，自分の体験したことや気持ちを話すことができるように

なってきた。 
○ 気の合う友達同士の関係はできているが，子ども相互の学びをつなぐ援助が十分にできていない。

遊びの中で幼児一人一人の学びが共有され，価値付け合えるような言葉かけを工夫していきたい。 
 
 
２ 期のねらいと内容（８期 ５歳児 ９～10 月）・・・・研究主題に関連した部分のみを抜粋 
 【健康】  ○ 自分で活動を選び，楽しんで取り組もうとする。 
        ・ 友達と競ったり，力を合わせたりして体を十分に動かす。 
 【人間関係】○ 友達と共感しながら，力を合わせて遊ぶ楽しさを味わう。 
        ・ 共通の目的をもって，友達と一緒にルールをつくったり，決めたりして遊ぶ。 
 【環境】  ○ 身近な自然と触れ合う中で，よく見たり，考えたり，試したりして，ものの性質や

仕組みに関心をもつ。 
        ・ 遊びの目的に応じて，場を工夫したり，必要な物を準備したりする。 
 【言葉】  ○ いろいろな体験を通して感動を共感し，言葉で伝えようとする。 
        ・ 自分の考えを相手にわかるように伝えたり，相手の思っていることに気付いたり

する。 
 【表現】  ○ 感動したことを伝え合い，自分なりの表現を楽しむ。 
        ・ 感動したことを絵・文字・言葉などの表現で伝え合ったり，共感したりする。 
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３ 保育計画 
段階 幼児の活動 教師の援助 期待できる言葉 
つ 
か 
む 
過 
程 
７

月

12 
・ 
14
日 

○ しゃぼんだまで遊ぼう。 
・ 吹いてみる。 

 ・ 高いところから飛ばす。 
 
 

・ しゃぼんだま遊びのコーナ

ーを５歳児の保育室側に設置

する。 
・ ストローと乳酸飲料の空 
容器を十分に準備する。 

・ 石けんをけずり，しゃぼん 
だま液をつくる。 

・ 教師は，幼児と一緒にしゃ

ぼんだまをつくったり，幼児

がつくったものを認めたりす

る。 

◇ しゃぼんだまの形状 
 「きらきら」  
 「ぬるぬる」 
「ぶくぶく」 

 「たまごみたい」 
 「ソフトクリームよ」 
 
◇ 吹き方 
 「そーっと吹くよ」 
 「ふーっ，だよ！」 

さ 
ぐ 
る 
過 
程 
９

月 
11 
・ 
12 
日 

○ しゃぼんだまをもっと楽

しもう。 
 ・ ふくらむ液を工夫する。 
・ 使う道具を選ぶ。 
・ 飛ばし方を工夫する。 
・ 手でつくってみる。 

 ・ さわってみる。 

・ 紙コップやペットボトル 
など自由に使うことができる

ように準備しておく。 
・ 吹く方法と風を受けて飛ば

す方法とがあることに気付か

せる。 
・ 幼児がつくったしゃぼん 
だまを写真に撮り，友達に紹

介したり，保護者に知らせた

りする。 
・ しゃぼんだまに関する絵本

を読み聞かせ，次の活動の方

向性を示す。 

◇形や色に気付く 
 「にじみたい」 
 「くるくるまわってるよ」

「ｻｲﾀﾞｰのにおいがする」

「これ，ふたご？ゆきだる

ま」 
「ぶくぶく・・・。 

ぶどうみたい」 
◇ 友達との比較 
「こっちの方がよくふく

らむよ」 
 「もう一度やってみよう」

 「ぼくのは，トリプルだ」

（ｽﾄﾛｰを３本合わせて） 
深 
め 
広 
げ 
る 
過

程 
９

月

13
日 
本 
時 

○ 大きなしゃぼんだまをつ

くろう。 
 
 
 
○ もっとたくさんつくろう。 
 

・ トレーやバケツなど少し大

きめの容器にしゃぼんだまの

液を入れておく。 
・ 大きさの違う紙コップや空

容器，ナイロン線を巻いた物

や筒などを準備しておく。 
・ しゃぼんだまの色にも目を

向けさせる。 
・ 友達に伝えようとしたり，

教えてあげようとする場面を

認め，他の幼児も誘うことが

できるように言葉をかける。 

◇大きなしゃぼんだま 
 「びよーん」 
 「にじみたい」 
 「こっちの方が，大きいの

ができるかも？」 
 
◇たくさんのしゃぼんだま 
「にじみたい」 
「くるくるまわってる」 
「あわぶくぶく」 
「きらきらしてる」 

 「いっぱい，できたね」 
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４ 週案（今週のねらい，内容，幼児の活動など） 
    ５歳児  ８期  ９月  第 ２ 週 （ ９月 11 日 ～ ９月 15 日 ） 

 
幼 
児 
の 
姿 
 

２学期を迎え，久しぶりの再会を喜び合う
姿が見られた。夏休みの間に挑戦した竹馬や
くるくるスキップなどを見せ合っている。 
運動会に向けても期待が膨らみ，かけっこ

や体操などをすすんでしようとしていた。 
 暑さを緩和するために，簡易テントを出す
と，１学期にしたことを思い出し「先生，ま
たしゃぼんだましたい」の声が聞かれた。繰
り返し遊ぶことのできる場を設定したい。 

物

的

環

境

○ しゃぼんだまの液を準備する。 
 
 
 
○ しゃぼんだまの道具を準備する。 
・ 紙コップやナイロン線を準備する。 

     

 
ね 
ら 
い 

○ 戸外で友達と一緒にしゃぼんだま遊び
をすることを楽しむ。 

○ 輪になっているいろいろな道具でしゃ
ぼんだまができることを知り，自分なりに
吹き方や飛ばし方を工夫する。 

○ 自分が気付いたことを言葉を使って友
達に伝えようとする。 

内 
 

容 

・ せっけん液と水とを混ぜ合わせたり，泡
をつくったりして形や色に気付く。 

・ しゃぼんだま遊びをするための道具や 
吹き方などを工夫する。 

・ 自分の気付きを自分なりの言葉で表現し
たり，友達の気付きに共感したりする。 

 
援

助

と

配

慮

 
 

○ 道具を自分で選んだりつくったりでき
るようにする。 
・ つくる過程を大切にして，幼児の発す

る言葉に共感したり，友達の気付きに共
感することができるように助言したり
する。  

○ いろいろな方法でしゃぼんだまができ
ることに気付くようにする。 
・ 手や指でもできることを知らせる。 
・ 上手に吹いてしゃぼんだまをつくっ 
ている子を友達にも紹介する。 

 ・ しゃぼん液を飲まないように配慮し，
使い方や片付けの仕方を指導しておく。

日曜 11 日（月） 12 日（火） 13 日（水） 
行事   検証授業 

幼 
児 
の 
活 
動 

○ 好きな遊びをする。 
・ 竹馬乗り 
・ くるくるスキップ 
・ 色水遊び 
・ ブランコ 
・ トロッコ 

 
 ・ しゃぼんだま遊び 

○ 好きな遊びをする。 
・ 竹馬乗り 
・ くるくるスキップ 
・ 色水遊び 
・ ブランコ 
・ トロッコ 
 
 

行進，体操，玉入れ 

 

 
・ しゃぼんだま遊び 
 

○ 好きな遊びをする。 
 
 
・ ストローで吹く 
・ 大きなしゃぼんだまをつくる 
・ つかまえる 
・ 数を増やす 
・ 友達と一緒に 
 
・ 色水遊び 
（ヨウシュヤマゴボウ） 

 ・ 竹馬乗り 

絵本 
 しゃぼんだまのふしぎ 

（かがくらんど） 

しゃぼんだま遊び 

せっけんつけて ぶくぶく ぷゎー

しゃぼんだまとあそぼう（かがくのとも）

歌 しゃぼんだま しゃぼんだま しゃぼんだま 

反 
省 

・ テントを準備したこ
とから「先生，しゃぼ
んだま？したい。」と要
求してくる。友達とス
トローの先にしゃぼん
だまを付け合う姿が見
られた。形や数にも興
味をもち始めているよ
うだ。（年中児も泡をぶ
くぶくさせていた。） 

・ 吹く活動のため活動
時に言葉で表現できな
い子もいる。子どもの
言葉を聞き逃さずに認
めていきたい。 

・ 教師がしゃぼんだまの液
が入ったバケツに手を入
れ，手でしゃぼんだまをつ
くっているとＴ男とＹ子
が興味をもってやってく
る。しばらくすると昨日し
たようにストローを要求
してきた。自分のしゃぼん
だまを正面からしか見る
ことができず，比較的強く
吹かなければならないた
め遊びが長く続かなかっ
たのかもしれない。明日
は，他の幼児にも経験させ
たい。（色にも注目させる）

・ 新しくナイロン線とトレー，透
明のプラスチックコップを準備し
た。（自分で穴を大きくしたり，セ
ロハンテープで留めたりできる場
を準備しておく。） 

・ しゃぼんだまを膨らませるため
に準備したカップ類だったが，し
ゃぼん液をたくさん集めて，あわ
をぶくぶくつくることに興味をも
ったようだ。 

・ 道具を７種類準備したが，同じ
道具やつくり方を長い時間楽しむ
幼児が多かった。興味をもった物
だけを精選し，明日の準備をした
い。 

運動会全体練習②
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５ 本時の展開    ９月 13 日（水） 
ね

ら

い 

○ 戸外で友達と一緒にしゃぼんだま遊びをすることを楽しむ。 
○ 輪になっているいろいろな道具でしゃぼんだまができることを知る。 
○ 自分が気付いたことを言葉を使って友達に伝えようとする。 

内 
 
容 

・ せっけん液と水とを混ぜ合わせたり，泡をつくったりして形や色に気付く。 
・ しゃぼんだま遊びをするための道具や吹き方などを工夫し，遊びを繰り返し楽しむ。 
・ 自分の気付きを自分なりの言葉で表現したり，友達の気付きに共感したりする。 

 

時間 １日の生活の流れ 予想される幼児の活動（教師の願い） 教師の援助 
9:00 
 
 
 
 
9:15 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:40 
 
 
 
 
 
 
 
 
11:30 

○ 登園する。 
 ・ あいさつをする。 
 ・ 出席シールを貼る。 
 ・ 荷物の整理をする。 

 ・ ５歳児のテラス前にしゃ

ぼんだまのコーナーをつく

る。（テーブルを出す。） 
・ 自分でつくりながら工夫

できるように共用のハサ

ミ，セロハンテープなどを

準備しておく。 

 
○ 好きな遊びをする 
 
 ・ 友達が発した言葉に共感

している幼児の姿を認め

る。 
 
 
  「本当にきらきらしてるよ。

きれいだね。」  
 ・ 友達のしゃぼんだまにも

気付くよう言葉をかける。 
  「○○さんの見せてあげ

て？すごいのつくってた

よ。」 
 
 
 ・ 友達がつくったしゃぼん

だまを感覚的な言葉を使っ

て価値付けている幼児の姿

を認めていく。 

 
 
○ 片付ける。 

 「よく気が付いたね。」  ・ 手洗い，排泄をすませ

る。  「先生もふわふわのつくっ

てみよう。」 ○ 集まりをする。 
 ・ 絵本「せっけんつけて

ぶくぶくぷゎー」「しゃ

ぼんだまとあそぼう」を

聞く。 

・ 教師も一緒にしゃぼんだ

まの大きさや数，色に驚き

を示し，共感すると共に，

できるだけ具体的に言葉か

けができるようにする。  ・ 降園準備をする。 
○ 降園する。 「わあ，すごい。たくさん

泡ができたね。」 

・ しゃぼんだまで遊

ぶ。 
 
・ しゃぼんだまをつ

くる道具を工夫す

る。 
 
 
 
（その他） 
・ 色水遊びをする。 
・ 竹馬乗りをする。 

しゃぼんだまで遊ぶ：しゃ

ぼんだま液をつくったり，

混ぜ合わせたりして，形や

色に着目し遊びを楽しむ。

（自分からかかわろうとす

る姿を認めていきたい。） 

しゃぼんだまをつくる道具

を工夫する：大きさの違う

紙コップやナイロン線を巻

いた輪など使って遊ぶこと

を楽しむ。（できたしゃぼん

だまの大きさや形の違いに

気付いてほしい。） 

色水遊びをする：毎朝，ヤ

マゴボウの実の色付きを確

認しながら色水をつくって

いる姿を認めていきたい。 

竹馬乗りをする：スタート

の巧技台は，要求に応じて

準備する。（あと少しで乗れ

るようになる幼児を温かく

見守っていきたい。） 
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６ 環境構成図 
  （晴天時）                          
 

 

ブランコ 

環 環境の構成 

砂場
飼育小屋

砂場 

土山 

保健室 資料室 クスの木 

保育室 
４歳児 

保育室 
５歳児 

遊戯室 

職員室 

ジャングルジム 

花壇 

花
壇 

すべり台 

鉄棒 

花壇 
畑

花壇 

むしさん広場 

絵本
ト
イ
レ 

湯沸

テ
ラ
ス 

トイレ 

倉庫 体育倉庫 トイレ 

竹馬乗り

色水遊び 

・石けんやペットボトル
に入れたしゃぼんだま
液を準備する。

環 

・しゃぼんだまの形や色
に目を向ける。 
・友達の気付きにも注目
するよう言葉をかける。

援 

環

しゃぼんだまで遊ぶ 

・吹いて飛ばす道具と風
を受けて飛ばす道具を
準備する。

援 

道具を工夫する 
・大きさの違う紙
コップや輪などを
準備しておく。

※テントを準備しておく 

・どううしたら大きいしゃぼんだ
まやたくさんのしゃぼんだまがで
きるか幼児と一緒に考える。

花
壇

教師の援助 援
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